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１．2026年12月期中間期の連結業績（2026年１月１日～2026年６月30日） 

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同中間期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する

中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

 2026年12月期中間期 5,802 9.6 490 21.3 498 16.5 293 21.6 

 2025年12月期中間期 5,294 1.1 404 39.5 428 35.6 241 58.7 

（注）中間包括利益 2026年12月期中間期 289百万円（19.7％）  2025年12月期中間期 241百万円（65.2％） 

 

 
１株当たり 
中間純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
中間純利益 

 円 銭 円 銭 

 2026年12月期中間期 226. 87 225. 46 

 2025年12月期中間期 186. 60 185. 42 

 

（２）連結財政状態 
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

 2026年12月期中間期 13,502 4,560 33.8 

 2025年12月期 13,782 4,324 31.4 

 (参考) 自己資本 2026年12月期中間期 4,560百万円  2025年12月期 4,324百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

中間期末 期末 年間 

 円 
銭 

銭 円 銭 円 銭 
 2025年12月期 10. 00 41. 00 51. 00 

 2026年12月期 10. 00     

 2026年12月期(予想)     －  － 

（注）2026年12月期の期末配当予想につきましては、現時点では未定としております。 

    

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日) 

(％表示は、対前期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

通期 
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

11,935 8.8 976 16.8 948 7.8 569 △13.5 439. 48 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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※ 注記事項 

 

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無 

新規 － 社  除外 － 社 

             

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

 ④ 修正再表示（中間期) ： 無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期中間期 1,295,000株 2025年12月期 1,295,000株

 ② 期末自己株式数 2026年12月期中間期 －株 2025年12月期 －株

 ③ 期中平均株式数（中間期) 2026年12月期中間期 1,295,000株 2025年12月期中間期 1,295,000株

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当中間連結会計期間における我が国経済は、雇用や所得環境の改善を背景に緩やかな持ち直しが見られたもの

の、米国とイランの軍事衝突をはじめとする中東情勢の緊迫化や、それに伴う歴史的な原油価格の急騰、為替の

変動などにより、先行きは極めて不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループが属する運送業界におきましては、時間外労働の上限規制（いわゆる2024年問題）の定着に伴う

慢性的なドライバー不足が継続しており、労働環境の改善と輸送力の確保が業界全体の恒常的な課題となってお

ります。さらに当中間期は、前述の地政学リスクに端を発する燃料価格の異常な高騰に加え、車両価格や修繕部

品代などあらゆるコストが上昇しており、かつてなく厳しい経営環境に直面いたしました。 

このような環境下における当社グループの業績につきましては、2025年８月に竣工した第８物流センターが、

本年２月より本格稼働を開始したことにより、賃料収入及び運送売上の増加に寄与いたしました。また、2025年

10月より開始した新規事業であるオイル事業についても業績の押し上げに貢献しております。加えて、継続的に

取り組んできた運賃改定に加え、2025年７月に実施したコーヒー及びタイヤの販売単価等の価格改定により、売

上高は堅調に推移いたしました。 

収益面につきましては、中東情勢の緊迫化に端を発した燃料価格の急騰や、労務費、商品仕入代などのコスト

増加要因があったものの、業務効率の向上ならびに全社的なコスト削減努力によってこれらを吸収いたしまし

た。 

   この結果、当中間連結会計期間の売上高は5,802,410千円（前年同期比9.6％増）、営業利益は490,760千円

（同21.3％増）、経常利益は498,645千円（同16.5％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は293,802千円（同

21.6％増）となりました。 

  

   セグメント別の業績は次のとおりです。 

 ①総合物流マネジメント事業 

    総合物流マネジメント事業の売上につきましては、新センターの稼働、新事業であるオイル事業のグループ

への貢献により前年同期比11.1％の増収となりました。利益面に関しましては、燃料費や労務費の高騰といっ

た厳しい外部環境に直面いたしましたが、グループ各社が緊密に連携し、業務の相互融通を通じた業務効率の

改善やグループシナジーの最大化に努めた結果、安定的な利益を確保することができました。 

    この結果、セグメント売上高4,802,293千円（前年同期比11.1％増）、セグメント利益406,497千円（同

21.0％増）となりました。  

 ②フード＆サービス事業 

    フード＆サービス事業の売上につきましては、コメダ珈琲部門の2025年の価格改定及びBOSS CLUBの会員の増

加等により前年同期比2.8％の増収となりました。利益面につきましては、人件費を主とした販管費が前年同期

比で4.2％増となったものの、在庫管理を徹底し、食材ロスの削減に努めた結果、売上原価は前年同期比3.3％

減となりました。 

この結果、セグメント売上高1,000,116千円（前年同期比2.8％増）、セグメント利益78,120千円（同17.5％

増）となりました。  

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当中間連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ113,564千円減少し、4,193,291千円

となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が152,747千円減少したこと等によるものであります。固

定資産は、前連結会計年度末に比べ165,848千円減少し、9,309,542千円となりました。これは主に、リース

資産が95,072千円増加した一方で、建物及び構築物が203,760千円、のれんが52,366千円減少したことによ

るものであります。 

 その結果、当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ279,412千円減少し、
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13,502,834千円となりました。 

（負債） 

 当中間連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ51,135千円減少し、3,404,239千円

となりました。これは主に、一年以内返済予定の長期借入金が92,417千円増加した一方で、未払法人税等が

69,479千円減少したこと等によるものであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ464,493千円減少

し、5,537,904千円となりました。これは主に、長期借入金が558,140千円減少した一方で、リース債務が

62,214千円増加したこと等によるものであります。 

 その結果、当中間連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ515,628千円減少し、

8,942,143千円となりました。 

 （純資産） 

 当中間連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ236,215千円増加し、4,560,690千円と

なりました。これは、親会社株主に帰属する中間純利益の計上に伴い利益剰余金が240,707千円増加したこ

とによるものであります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は、前連結会計年度

末に比べ129,898千円増加し、2,303,460千円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因につ

いては、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は816,588千円であります。税金等調整前中間純利益475,799千円に対し、

減価償却費(のれん償却を含む。)409,275千円、売上債権の減少152,747千円が主な増加要因であり、一方、

その他負債の減少額95,251千円、法人税等の支払額290,481千円等が主な減少要因であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は57,517千円であります。支出の主な要因は、有形固定資産の取得による

支出33,942千円、定期預金の預入による支出25,700千円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は629,173千円であります。主な減少要因は、長期借入金の返済による支

出654,587千円、リース債務の返済による支出100,355千円等であり、主な増加要因は、長期借入金の借入

による収入188,864千円等であります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2026年２月13日に発表いたしました通期の連結業績予想につきましては、現時点において変更はありませ

ん。現在の連結業績予想は、本中間決算短信提出日時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりま

すが、今後、連結業績予想の修正が必要になった場合には適切に開示してまいります。 
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２．中間連結財務諸表及び主な注記 

（１）中間連結貸借対照表 

(単位：千円) 

 前連結会計年度 

(2025年12月31日) 

当中間連結会計期間 

(2026年６月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,666,626 2,816,860 

 受取手形及び売掛金 1,221,382 1,068,635 

 商品及び製品 57,278 66,918 

 仕掛品 1,147 531 

  原材料及び貯蔵品 15,256 18,006 

  その他 352,063 235,541 

  貸倒引当金 △6,899 △13,201 

  流動資産合計 4,306,856 4,193,291 

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,149,548 4,945,788 

   機械装置及び運搬具（純額） 242,285 195,997 

   土地 2,347,010 2,347,010 

   リース資産（純額） 524,200 619,272 

   建設仮勘定 10,518 － 

   その他（純額） 93,960 98,068 

   有形固定資産合計 8,367,523 8,206,136 

  無形固定資産   

   のれん 140,811 88,445 

   ソフトウェア 14,167 16,029 

   その他 22,081 21,837 

   無形固定資産合計 177,060 126,311 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 45,107 23,520 

   出資金 15,762 15,762 

   保険積立金 328,310 338,154 

   差入保証金 170,242 175,448 

   繰延税金資産 181,479 222,580 

   その他 189,904 201,627 

   投資その他の資産合計 930,806 977,093 

  固定資産合計 9,475,390 9,309,542 

 資産合計    13,782,247 13,502,834 
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(単位：千円) 

 前連結会計年度 

(2025年12月31日) 

当中間連結会計期間 

(2026年６月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 515,076 514,731 

  短期借入金 400,000 390,000 

リース債務 179,228 223,843 

一年以内返済予定の長期借入金 1,059,584 1,152,001 

  未払法人税等 296,310 226,830 

  賞与引当金 70,003 142,391 

  その他 935,172 754,441 

  流動負債合計 3,455,374 3,404,239 

 固定負債   

  長期借入金 4,973,830 4,415,690 

  リース債務 408,260 470,475 

  退職給付に係る負債 98,193 97,305 

  資産除去債務 327,917 330,751 

  その他 194,197 223,683 

  固定負債合計 6,002,398 5,537,904 

 負債合計 9,457,772 8,942,143 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 496,500 496,500 

  資本剰余金 470,000 470,000 

  利益剰余金 3,357,300 3,598,008 

  株主資本合計 4,323,800 4,564,508 

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 674 △3,817 

  その他の包括利益累計額合計 674 △3,817 

 純資産合計 4,324,474 4,560,690 

負債・純資産合計 13,782,247 13,502,834 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書  

①中間連結損益計算書 

 (単位：千円) 

 前中間連結会計期間 

（自 2025年１月１日 

  至 2025年６月30日） 

当中間連結会計期間 

（自 2026年１月１日 

  至 2026年６月30日） 

売上高 5,294,168 5,802,410 

売上原価 3,879,630 4,245,955 

売上総利益 1,414,537 1,556,454 

販売費及び一般管理費 1,009,798 1,065,693 

営業利益 404,739 490,760 

営業外収益   

 受取利息 953 2,760 

 受取配当金 381 393 

 売電収入 8,488 8,948 

保険解約収入 1,443 5,995 

受取家賃 6,302 4,895 

 補助金 10,041 9,850 

 事故保険金 13,540 6,477 

 求償権益 － 39,265 

 その他 14,825 19,073 

 営業外収益合計 55,976 97,659 

営業外費用   

 支払利息 30,401 39,160 

 為替差損 867 156 

 貸倒引当金繰入額 － 8,110 

 第三者弁済金 － 39,265 

 その他 1,262 3,081 

 営業外費用合計 32,532 89,774 

経常利益 428,184 498,645 

特別利益   

 固定資産売却益 7,641 13,953 

 子会社株式売却益 － 1,500 

 特別利益合計 7,641 15,453 

特別損失   

 固定資産除却損 443 － 

 有価証券評価損 － 14,999 

 減損損失 － 23,300 

 特別損失合計 443 38,299 

税金等調整前中間純利益 435,382 475,799 
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(単位：千円) 

 前中間連結会計期間 

（自 2025年１月１日 

  至 2025年６月30日） 

当中間連結会計期間 

（自 2026年１月１日 

  至 2026年６月30日） 

法人税、住民税及び事業税 227,577 221,001 

法人税等調整額 △33,848 △39,005 

法人税等合計 193,729 181,996 

中間純利益 241,652 293,802 

親会社株主に帰属する中間純利益 241,652 293,802 

 

②中間連結包括利益計算書 

(単位：千円) 

 前中間連結会計期間 

（自 2025年１月１日 

  至 2025年６月30日） 

当中間連結会計期間 

（自 2026年１月１日 

  至 2026年６月30日） 

中間純利益 241,652 293,802 

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △45 △4,491 

 その他の包括利益合計 △45 △4,491 

中間包括利益 241,607 289,310 

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 241,607 289,310 

 非支配株主に係る中間包括利益 － － 
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円) 

 
前中間連結会計期間 

(自 2025年１月１日 
至 2025年６月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 2026年１月１日 
至 2026年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 435,382 475,799 

 減価償却費 322,935 356,909 

 のれん償却 52,366 52,366 

 減損損失 － 23,300 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △473 7,954 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 66,693 72,388 

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4,405 △888 

 受取利息及び受取配当金 △1,335 △3,153 

 支払利息 30,401 39,160 

 固定資産売却損益（△は益） △7,641 △13,953 

 固定資産除却損 443 － 

 為替差損益（△は益） 867 156 

 子会社株式売却損益（△は益） － △1,500 

 有価証券評価損 － 14,999 

 保険解約収入 △1,443 △5,995 

  補助金 △10,041 △9,850 

 売上債権の増減（△は増加） 199,433 152,747 

 棚卸資産の増減（△は増加） △30,777 △11,773 

 その他資産の増減（△は増加） △3,466 △26,376 

 未払消費税等の増減（△は減少） △11,963 68,914 

 未払費用の増減（△は減少） △45,978 △345 

 前受収益の増減（△は減少） △24,560 29,485 

 資産除去債務の増減額（△は減少） 2,357 2,834 

 その他負債の増減（△は減少） △75,554 △95,251 

小計 902,052 1,127,928 

 利息及び配当金の受取額 1,183 2,517 

 利息の支払額 △26,292 △33,226 

 補助金の受取額 10,041 9,850 

 法人税等の支払額 △131,924 △290,481 

  法人税等の還付額 15,576 － 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 770,637 816,588 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △57,189 △25,700 

 定期預金の払戻による収入 87,781 6,000 

 無形固定資産の取得による支出 △15,115 △4,431 

 有形固定資産の取得による支出 △760,848 △33,942 

 有形固定資産売却による収入 11,619 17,543 

 投資有価証券の取得による支出 △15,000 － 

 保険積立金積立による支出 △17,125 △17,326 

 保険積立金解約による収入 3,110 13,476 

 子会社株式の売却による収入 － 11,500 

 その他 △48,659 △24,636 

投資活動によるキャッシュ・フロー △811,425 △57,517 
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  (単位：千円)

 
前中間連結会計期間 

(自 2025年１月１日 
  至 2025年６月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 2026年１月１日 
  至 2026年６月30日) 

 財務活動によるキャッシュ・フロー   

  短期借入金の純増減額（△は減少） 585,784 △10,000 

  長期借入金の返済による支出 △580,465 △654,587 

  長期借入金の借入による収入 200,000 188,864 

  リース債務の返済による支出 △70,290 △100,355 

  配当金の支払による支出 △19,425 △53,095 

  財務活動によるキャッシュ・フロー 115,603 △629,173 

 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 74,814 129,898 

 現金及び現金同等物の期首残高 1,841,871 2,173,562 

 現金及び現金同等物の中間期末残高 1,916,685 2,303,460 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報） 

前中間連結会計期間(自 2025年１月１日 至 2025年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報 

(単位：千円) 

 
報告セグメント 

調整額 
（注1） 

中間連結損益計
算書計上額 

(注2) 
総合物流 

マネジメント事業 
フード＆ 

サービス事業 
計 

売上高      

外部顧客への売
上高 

4,321,108 973,060 5,294,168 － 5,294,168 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

39,823 6,716 46,539 △46,539 － 

計 4,360,931 979,776 5,340,708 △46,539 5,294,168 

セグメント利益 335,865 66,473 402,339 2,400 404,739 

(注)１．セグメント利益の調整額は、営業外収益との取引相殺による差額であります。 

２. セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当中間連結会計期間(自 2026年１月１日 至 2026年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失に関する情報 

(単位：千円) 

 
報告セグメント 

調整額 
(注1) 

中間連結損益計
算書計上額 

(注2) 
総合物流 

マネジメント事業 
フード＆ 

サービス事業 
計 

売上高      

外部顧客への売
上高 

4,802,293 1,000,116 5,802,410 － 5,802,410 

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

40,096 5,151 45,247 △45,247 － 

計 4,842,389 1,005,267 5,847,657 △45,247 5,802,410 

セグメント利益 406,497 78,120 484,617 6,142 490,760 

(注)１．セグメント利益の調整額は、営業外収益との取引相殺による差額であります。 

２. セグメント利益は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

（単位：千円）    

 総合物流マネジメント事業 フード＆サービス事業 合計 

減損損失 － 23,300 23,300 

 


